
- 1 - 

特別支援教育 

 

知的障害を伴う肢体不自由のある生徒の意思表出を促す授業づくり 
― 生徒の実態に応じたＩＣＴ機器の活用を通して ― 

 

広島県立広島特別支援学校 目崎 武史 
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Ⅰ 問題の所在 
特別支援学校学習指導要領解説総則等編（幼稚部・

小学部・中学部）（平成21年，以下「21年解説」とす

る。）では，肢体不自由のある児童生徒について，

「身体の動きに困難があることから，様々な体験を

する機会が不足しがちであり，そのため表現する意

欲に欠けたり，表現することを苦手としたりするこ

とが少なくない。」1)とし，「児童生徒の障害が重度

化するにつれて，表現に対する困難さも大きくなっ

ている」2)と示されている。また，知的障害のある児

童生徒について，「全般的な知的発達の程度や適応

行動の状態に比較して，言語，運動，情緒，行動等の

特定の分野に，顕著な発達の遅れや特に配慮を必要

とする様々な状態」3)が随伴して見られると示され，

「理解言語の程度に比較して表出言語が極めて少な

い」4)と示されている。さらに，「主体的に活動に取

り組む意欲が十分に育っていないことなどが挙げら

れる。」5)と示されている。 

所属校の知的障害を伴う肢体不自由のある生徒

は，新しいことに対して興味を示して自分からアプ

ローチすることが難しく，指示を待っていたり，取

り組もうとしなかったりするなどの様子が見られ

る。また，嫌なことに対して，自傷行為や座り込みな

どで抵抗するなど，正しく思いを伝えられなかった

り，自分から「こうしたい。」という思いを伝えられ

なかったりする様子が見られる。一方，タブレット

端末などのＩＣＴ機器を使用すると，自ら手を動か

し，タップする様子が見られるなど，主体的に取り

組む様子が見られる。 

これらのことから，所属校の意思表出に課題のあ

る生徒に対して，障害の状態や発達段階等の生徒の

実態に応じて，主体的に学ぶ意欲を一層伸長するな

どの指導・支援方法の工夫としてＩＣＴ機器を活用

させることで，意思表出を促すことができると考え，

本研究主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 
 

１ 障害のある生徒の意思表出 
特別支援学校学習指導要領解説自立活動編（平成

21年）では，意思表出について，「人間が意思や感情

などを相互に伝え合うことであり，その基礎的能力

として，相手に伝えようとする内容を広げ，伝える

ための手段をはぐくんでいくことが大切である。」6)

と示されている。 

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（2015，

研究の要約 

本研究は，知的障害を伴う肢体不自由のある生徒の意思表出を促す授業づくりの追究を目的としたも

のである。所属校肢体不自由部門高等部第１学年の生徒は，肢体不自由と知的障害のそれぞれの障害特

性を有しており，意思表出に課題がある。そのため，生徒の意思表出を促すことを目的として，「ＩＣ

Ｔ機器を活用した意思表出を促す活用方法に係るプログラム（以下，「プログラム」とする。）」を作

成し，授業づくりを行った。本「プログラム」は，肢体不自由と知的障害を併せ有する重複障害のある

生徒の困難さを整理し，ＩＣＴ機器の活用による特徴を関連付けて作成したものである。知的障害を伴

う肢体不自由のある生徒２名を対象として，生徒の実態に応じ，「プログラム」に基づく指導を行い，

検証を行った結果，２名の生徒の意思表出を促すことができた。このことから，知的障害を伴う肢体不

自由のある生徒に対し，生徒の実態に応じて，主体的に学ぶ意欲を一層伸長するなどの指導・支援方法

の工夫として，ＩＣＴ機器を活用すれば，生徒の意思表出を促すことができることが分かった。 



- 2 - 

以下「特総研」とする。）は，重複障害のある児童生

徒について，重度の肢体不自由や知的障害がある児

童生徒は，発信が弱く，児童生徒の意図が周囲に伝

わりにくいと示している。 

長崎自立活動研究会（平成20年）は，自分の要求を

伝えることができない原因として，人に自分の要求

を伝える力が弱いこと，意味を理解できていないこ

と及び伝達手段が確立されていないことなどが考え

られると述べている。 

広島県立福山特別支援学校（平成28年）は，意思の

表出の手段として，表情変化，発声及び手足の動き

等に加えて，指差し，リーチング，サイン，ＶＯＣＡ

及びパソコン等の方法も考えられると述べている。

日常生活場面で生徒が安定して意思の表出ができる

行動を手掛かりに取り組んでいく必要があると述べ

ている。 

これらのことから，肢体不自由や知的障害のある

生徒は，発信が弱く，意図が周囲に伝わりにくいこ

とから，人に要求を伝えること，意味の理解を促す

こと及び伝達手段を確立させることなどについて取

り組み，生徒が安定して意思表出できるようにする

必要があると考える。 

 

２ 肢体不自由及び知的障害の障害特性に応

じた意思表出に係る指導・支援方法 

(1) 肢体不自由のある生徒の障害特性 

「特総研」（2015）は，肢体不自由のある生徒は，

上肢，下肢及び体幹の運動・動作の障害のため日常

生活や学習上の運動・動作の全部又は一部に困難が

あること，姿勢保持が難しいことを示している。 

また，学習内容の理解や定着が十分に図れないこ

との理由として，未経験のため生活場面における実

感が伴いにくいこと及び学んだ内容を活用する機会

が乏しいことなどに加え，感覚や認知の特性が影響

していることが考えられると示している。経験や体

験の少なさは，興味・関心の幅の狭さ，受身的な態度

及び自信のなさなどとしても表れることがあると示

している。 

さらに，肢体不自由のある生徒の中には，言語や

上肢の障害のために，意思の伝達などのコミュニ

ケーションの面や表現活動の面など，自己表現全般

にわたって困難さがあると示している。 

これらのことから，肢体不自由のある生徒は，身

体の動きに困難があることから，様々な体験をする

機会が不足しがちであり，そのため，意思の伝達及

び自己表現の困難さがあると考える。このことは，

感覚及び認知の特性や姿勢保持の難しさが影響して

いると考えられるため，指導に当たっては，これら

のことを考慮する必要があると考える。 

(2) 肢体不自由のある生徒の障害特性に応じた意

思表出に係る指導・支援方法 

「特総研」（2015）は，肢体不自由のある生徒の表

現する力を育成するには，体験的な活動を通して表

現しようとする意欲を高めることが大切であると

し，各教科等の指導において，自分の手で触れたり，

実際の場面を見たり，具体物を操作したりする体験

的な活動を計画的に確保することが必要であると示

している。また，感じたことや考えたことを自由に

表現させるなど，肢体不自由のある生徒の意欲を大

切にしながら，次第に多様な表現ができるように，

指導の順序や方法を工夫することが大切であると示

している。 

広島県立福山特別支援学校（平成24年）は，肢体不

自由のある生徒は，自我の育ちが弱く意図を明確に

もちにくい傾向があるため，自分の力でできること

を設定し達成感を味わえる活動をさせる必要がある

としている。 

「特総研」（平成24年）は，感覚と認知の特性がも

たらす難しさについて，情報量及び提示の仕方の調

整，色の工夫，言語化，具体物の操作，全体像の継続

的な言語化及び情報提示の順序化を行うなど，指導

方法の工夫を行う必要があると示している。また，

言葉のみからイメージを膨らませることが難しかっ

たり，抽象的な思考が苦手だったりする場合は，具

体的，直接的な活動を多くしたり，視聴覚教材や模

型などの具体的モデル等，間接的な情報を取り入れ

たりする等の取組が考えられると示している。 

「特総研」（2015）は，肢体不自由のある生徒が効

果的に学習を行うためには，学習時の姿勢に十分配

慮することが重要であるとし，学習活動に応じて適

切な姿勢を保持できるようにすることは，疲労しに

くいだけでなく身体の操作等も行いやすくなり，学

習を効果的に進めることができると示している。 

金谷久美子（平成25年）は，肢体不自由のある生徒

に対して，自立活動の視点を生かした授業改善を行

うことにより，友だちの様子を見たり，教師の質問

を聞いたり，自ら考えたりする力が付いたことや，

見ることが上手になり目と手の協応が向上したこと

など，学習上の困難を改善することができたと述べ

ている。 

これらのことから，肢体不自由のある生徒の意思

表出を促すためには，体験的な活動を通して意欲を
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高め，できることを設定して達成感を味わわせるこ

とが大切であると考える。その際，感覚と認知の特

性の難しさに応じた指導・支援方法の工夫及び姿勢

に配慮した指導を行う必要があり，そのためには，

自立活動の視点を生かした指導が効果的であると考

える。 

(3) 知的障害のある生徒の障害特性 

「21年解説」では，「知的障害とは，一般に，認知

や言語などにかかわる知的能力や，他人との意思の

交換，日常生活や社会生活，安全，仕事，余暇利用な

どについての適応能力が同年齢の児童生徒に求めら

れるほどまでには至っておらず，特別な支援や配慮

が必要な状態とされている。」7)と示されている。 

「特総研」（2015）は，知的障害のある生徒の学習

上の特性として，学習によって得た知識技能が断片

的になりやすく，実際の生活の場で応用されにくい

こと，成功経験が少ないことにより，主体的に活動

に取り組む意欲が十分に育っていないことがみられ

ると示している。 

また，知的障害のある生徒は，発声や身体の動き

によって気持ちや要求を表すことができるが，発声，

指差し，身振り及びしぐさなどをコミュニケーショ

ン手段として適切に活用できない場合があると示し

ている。 

これらのことから，知的障害のある生徒は，主体

的に活動に取り組む意欲が十分に育っていないこと

が考えられ，発声，指差し，身振り及びしぐさなどが

コミュニケーション手段として適切に活用できない

ことがあり，指導に当たっては，これらのことを考

慮して取り組む必要があると考える。 

(4) 知的障害のある生徒の障害特性に応じた意思

表出に係る指導・支援方法 

「21年解説」では，「実際的な生活経験が不足し

がちであることから，実際的・具体的な内容の指導

が必要であり，抽象的な内容の指導よりも効果的で

ある。」8)と示されている。 

「特総研」（2015）は，知的障害のある生徒は，

得た知識技能が断片的になりやすいため，生徒の興

味・関心を引く教材・教具等を用意するとともに，

目的を達成しやすいように段階的な指導を工夫する

ことが重要であると示している。 

また，生徒がほしいものを要求する場面において，

ふさわしい身振りなどを指導して，発声を要求の表

現となるよう意味付けさせるなど，生徒の様々な行

動をコミュニケーション手段として活用できるよう

にすることが必要であると示している。 

長崎自立活動研究会（平成20年）は，知的障害のあ

る生徒に対して，具体物と写真やカードを対応させ

る学習から始め，次に他者への要求や気持ちを伝え

る補助手段としてカードを使う学習を積み重ね，自

分の意思を伝えられるようにすると述べている。 

松久眞実・谷山優子（2012）は，視覚の認知能力及

び視覚的記憶を高めるために，様々な教材を使用し，

視覚的に分かりやすいタイムスケジュールを明示

し，イラストと関連させて覚えさせるという指導を

行いながら，ゲーム感覚で能力を高めていくと述べ

ている。 

これらのことから，知的障害のある生徒の意思表

出を促すためには，実際的・具体的な内容の指導を

行い，生徒の様々な行動を意思表出の手段として活

用できるようにさせる必要があると考える。その際，

イラストと関連させるなど認知能力を高め，段階的

に指導を積み重ねていくことが必要であると考え

る。  

(5) 重複障害のある生徒の障害特性 

「特総研」（2015）は，障害の状態によって，外界

の情報を得ることが難しかったり，周囲の状況の理

解が難しかったり，自らの身体を動かして確認する

ことが難しかったりする場合が多く，これらは概念

形成を進める上で不利な状態であると示している。

また，重複障害のある生徒は，単一障害の生徒に比

べると，概念形成の基盤となる実体験が極端に少な

いと示している。 

また，重複障害があることで生じる困難について，

「併せ有する一つ一つの障害から生じる困難」「一

つ一つの障害が重複した場合に追加・増幅して生じ

る困難」「重複障害の困難を理解していないために，

周囲の人が不適切なかかわりをすることで生じる困

難」の３点に分けて整理する必要があると示してい

る。 

さらに，重複障害のある生徒について，発信が弱

く，生徒の意図が周囲に伝わりにくいとし，多くの

コミュニケーション障害の状況が考えられると示し

ている。 

これらのことから，重複障害の生徒は，単一障害

の生徒に比べ，概念形成の基盤である実体験が極端

に少なく，さらに困難さが大きくなると考える。そ

のため，障害が重複することによる困難さを整理し，

それに応じた指導・支援を行う必要があると考える。 

(6) 重複障害のある生徒の障害特性に応じた意思

表出に係る指導・支援方法 

坂上弘（2007）は，児童生徒の実態が重複化・多様
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化していることから，効果的な指導を行うためには

一人一人に応じた教材・教具の研究，開発及び提示

の工夫が必要であると述べている。 

広島県立福山特別支援学校（平成28年）は，認知能

力は，感覚から様々な刺激を受けて脳で受容及び処

理することを通して発達していくとし，適切な認知

発達を促すためには，周囲の人が感覚を踏まえた働

き掛けを行い，生徒が感覚刺激を受け取ることがで

きるようにすることが大切であると述べている。 

「特総研」（2015）は，外界の情報を得ることが難

しかったり，周囲の状況の理解が難しかったり，自

ら身体を動かして確認するのが難しかったりする場

合が多く，これらは概念形成を進める上で不利な状

態であり，概念形成の基盤となる学習を進めるに当

たっては，時間を掛けて丁寧に行うことが必要であ

ると示している。 

長崎自立活動研究会（平成20年）は，児童生徒の伝

達手段として，声・視線・身振りを組み合わせると，

よりはっきりと人に伝わることを理解させる必要が

あると述べている。 

これらのことから，重複障害のある生徒の指導に

当たっては，一人一人に応じた教材・教具の研究，開

発及び提示を行い，感覚を踏まえた働き掛けが必要

であると考える。その際，概念形成の基礎となる学

習を時間を掛けて丁寧に行う必要があると考える。

また，自分の要求の手段を広げるために発声や身振

りで伝えるように指導・支援を行う必要があると考

える。 

これらのことを踏まえて，意思表出に係る障害特

性と特性に応じた指導・支援方法について，表１の

とおり整理した。 

 

表１ 意思表出に係る障害特性と特性に応じた指導・支援方法 

障害 障害特性 指導・支援方法 

肢
体
不
自
由 

自己表現の困難さ 
〇 自分の手で触れたり，実際の場面を見たり，具体物を操作したりする体験的な活動をさせる。 
〇 自分の力でできることを設定し，達成感を味わえる活動をさせる。 

経験不足 
〇 具体的，直接的な活動を多く取り入れたり，視聴覚教材や模型などの具体的モデル等，間接的な情報を取
り入れたりする。 

姿勢の保持の難しさ 〇 学習活動に応じて適切な姿勢を保持させる。 

感覚・認知特性が 
もたらす困難さ 

〇 情報量及び提示の仕方の調整，色の工夫，言語化，具体物の操作，全体像の継続的な言語化及び情報提示の
順序化を行う。 

学習上の運動・ 
動作の困難さ 

〇 友だちの様子を見たり，自ら考えたりする力を付けさせるために，自立活動の視点を生かす。 
〇 目と手の協応を向上させる指導の工夫を行う。 

知
的
障
害 

断片的な 
知識や技能 

〇 抽象的な内容よりも実際的・具体的な内容の指導を行う。 
〇 興味・関心を引く教材・教具等を準備する。 

成功経験の少なさ 〇 目的を達成しやすいように段階的な指導を行う。 

認知や言語に係る 
困難さ 

〇 視覚的に分かりやすい時間割やタイムスケジュールを明示する。 
〇 カード化して示す視覚支援や視覚的記憶力を高めるために絵やイラストと関連させて覚えさせる指導を行
いながら，ゲーム感覚で能力を高めさせる。 

コミュニケーションの 
困難さ 

〇 ふさわしい身振り，発声及び指差し等を指導し，発声を要求の表現となるよう意味付けさせる。 
〇 具体物と写真やカードを対応させる学習から始め，次に他者への要求や気持ちを伝える補助手段として
カードを使う学習を積み重ねて自分の意思を伝えるようにさせる。 

重
複
障
害 

情報発信の弱さ 〇 一人一人に応じた教材・教具の開発や提示の工夫を行う。 
〇 自分の要求の手段を広げるために発声や身振りで伝えるように指導・支援を行う。 

概念形成の困難さ 〇 概念形成の基礎となる学習を時間を掛けて丁寧に行う。 
〇 認知発達を促すために，周囲の人が感覚を踏まえた働き掛けを行う。 

併せ有する一つ一つの障害から 
生じる困難さ 

肢体不自由と知的障害のそれぞれの特性を把握し，そのことにより，どのような困難さが
あり，どのような指導・支援が必要かについて考える。 

一つ一つの障害が重複した場合に追加・
増幅して生じる困難さ 

肢体不自由と知的障害のそれぞれの障害から生じる困難さが相乗的に「増幅」されること
を考慮しながら指導・支援を行う。 

重複障害の困難を理解していないため
に，周囲の人が不適切な関わりをするこ
とで生じる困難さ 

潜在的能力が低くみなされ，本来受けるべき教育が制限されることがあるため，児童生徒
の自発的な成長が，大きく影響を受ける場合があることを考慮しながら，一人一人の教育
的ニーズに応じた指導・支援を行う。 

３ 意思表出に課題のある生徒に対するＩＣ

Ｔ機器の有効性と活用方法 
「教育の情報化ビジョン」（平成23年）では，特別

な支援を必要とする生徒に対し，障害の状態や特性

等に応じてＩＣＴ機器を活用させることにより，表

現及び発信等コミュニケーション手段としての活用

が期待されると示されている。 

「特総研」（2015）は，コミュニケーション手段と

して身振りや機器などを活用する際には，個々の生

徒の実態を踏まえ，無理なく活用できるように工夫

することが必要であると示している。 

中邑賢龍（2014）は，テクノロジーの活用により，

様々なコミュニケーションの機会が生まれ，成功体

験を味わうことができるとし，これらは，テクノロ
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ジーがコミュニケーションへの意欲を高め様々な経

験が増すことによると述べている。 

「特総研」（平成28年）は，自分の考えや要求を言

葉で伝えることが難しいという課題のある児童生徒

に対して，タブレット端末のアプリケーションを活

用した学習を行うことにより，自分の思いを伝えら

れることができたと示している。 

「特総研」（2015）は，肢体不自由のある児童生徒

についてのＩＣＴ活用による特徴について「児童生

徒の姿勢に応じた支援機器の設置」「支援機器を操

作しやすくする工夫」「筆記用具としての活用」「ス

イッチ教材を利用した因果関係の理解」「発声が難

しい児童生徒に対したＶＯＣＡの活用」など５点で

示している。 

「教育の情報化に関する手引」（平成22年）では，

知的障害のある児童生徒についてのＩＣＴ活用によ

る支援方策について，双方向的な関わりがしやすい

インタラクティブ性，タッチパネルをディスプレイ

上に置くことによる視線移動の軽減，児童生徒が関

心をもちやすく，活用の工夫がしやすい視覚的・聴

覚的な多様な表現，画面の表示部分に指先で触るだ

けで入力ができる直感的な操作の４点に整理するこ

とができると示されている。 

また，中邑（2014）は，重度知的障害のある生徒へ

の指導について，指導者が生徒の思いを勝手に意味

付けして会話をつくり上げることがないようにする

ことが大切であると述べ，「理解を助ける」「記憶を

助ける」「表出を助ける」視点から，指導・支援方法

について，表２のように述べている。 

 

表２ 段階による指導・支援方法 

指導・ 
支援 

段階 
理解を助ける 記憶を助ける 表出を助ける 

言葉で理解 
できる段階 

・区切って話す 
・他のモダリティ
で伝える 

・分かりやすい 
言葉で言い替 
える 

・記憶ツールを 
活用させる 

・文字が理解でき
るツールを使わ
せる 

・文字が書ける 
代替え機器を 
活用させる 

・視覚化する 
・待つ 
・意欲を引き出す 

見て理解 
できる段階 

・生徒の実態に 
応じて実物・ 
カードを提示 
する 

 

・指差しを引き 
出す 

・カードを使う 
・選択肢を増やす 

経験して 
初めて理解 
できる段階 

・実物を使い，ス
モールステップ
で指導指示を分
割する 

  

 

これらのことから，障害の特性に応じてＩＣＴ機

器を活用することは，生徒の表現及び発信等コミュ

ニケーション手段としての活用が期待でき，その結

果，生徒に成功体験を味わうことを促し，意欲を高

めさせることにつながりやすいと考える。特に，タ

ブレット端末でアプリケーションを活用させること

は，生徒の意思表出を促すことができやすいと考え

る。また，活用する際には，生徒の実態を踏まえ，無

理なく活用させる工夫が必要であると考える。肢体

不自由及び知的障害の特性から，ＩＣＴ機器を有効

に活用させる方策として，ＩＣＴ機器の活用の特徴

である「直感的な操作のしやすさ」「理解・記憶のし

やすさ」「表出のしやすさ」の３点で整理し，表３に

まとめた。 

 

表３ ＩＣＴ機器の活用による特徴と障害特性に対する方策 

障害 ＩＣＴ機器の 
活用による特徴 方策 

肢体 
不自由 

直感的な操作の 
しやすさ 

支援機器を操作しやすくする工夫 

児童生徒の姿勢に応じた支援機器の設置 

理解・記憶の 
しやすさ 筆記用具としての活用 

表出のしやすさ 
スイッチ教材を利用した因果関係の理解 

発声が難しい児童生徒に対したＶＯＣＡ
の活用 

知的 
障害 

直感的な操作の 
しやすさ 

直感的な操作 

視線移動の軽減 

理解・記憶の 
しやすさ 視覚的・聴覚的な多様な表現 

表出のしやすさ インタラクティブ性 

 

Ⅲ ＩＣＴ機器を活用した意思表出を促

す活用方法に係るプログラムの作成 
知的障害を伴う肢体不自由のある生徒の意思表出

を促すことを目的とし，生徒の実態に応じて，ＩＣ

Ｔ機器を効果的に活用するプログラムを作成した。 

肢体不自由の障害特性である「自己表現の困難さ」

「経験不足」「姿勢の保持の難しさ」「感覚・認知特

性がもたらす困難さ」「学習上の運動・動作の困難

さ」の５点を横軸に，知的障害の障害特性である「断

片的な知識や技能」「成功経験の少なさ」「認知や言

語に係る困難さ」「コミュニケーションの困難さ」の

４点を縦軸にしてマトリックス表とした。 

次に，障害特性とＩＣＴ機器の特徴をマトリック

ス表に関連付け，それぞれの障害特性に応じた指導・

支援方法として，効果的にＩＣＴ機器を活用できる

ように「ＩＣＴ機器を活用した意思表出を促す活用

方法に係るプログラム（以下，「プログラム」とす

る。）」を作成した。「プログラム」の一部を抜粋し

たものを次頁表４に示す。
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表４ ＩＣＴ機器を活用した意思表出を促す活用方法に係るプログラム（一部抜粋） 

表出のしやすさ 番号 
肢体不自由 

自己表現の困難さ 経験不足 姿勢の保持の難しさ 

知
的
障
害 

断片的な 
知識や技能 

① 

言語等による表出が難しい児童生徒に
スケジュール表を活用させるなど，見通
しをもたせ，自ら行動し，自ら表現する
力を高める。 

言語等による表出が難しい児童生徒に
スケジュール表を活用させるなど，見通
しをもたせ，自ら行動し，成功経験を積
ませる。 

言語等による表出が難しい児童生徒に
スケジュール表を活用させるなど，見通
しをもたせ，自ら行動させる。また，タ
ブレット端末等をアーム等で固定する
ことにより，正しい姿勢の保持につなげ
る。 

② えこみゅ（アプリ） 
はじめ，つぎは：視覚支援シンプル・ス
ケジュール（アプリ） たすく（アプリ） 

③ https://itunes.apple.com/jp/ 
app/id1219854974?mt=8 

https://itunes.apple.com/jp/ 
app/id965467826?mt=8 

https://itunes.apple.com/jp/ 
app/for-ipad/id520760476?mt=8 

④ 

実際のものや人などを写真に撮り，撮っ
た写真や絵カードに音声を付けること
ができる。コミュニケーションツールと
して活用でき，自分が活動したいことを
表現する意欲につながりやすい。 

触ったもの等を写真で撮って作成した
カードを音声で読み上げてくれる。スケ
ジュール表として活用できる。 

実際のものや触ったもの等を写真で
撮って作成したカードを音声で読み上
げてくれる。スケジュール表として活用
できる。また，タブレット端末を楽な姿
勢に固定することにより，いつでも確認
することができる。 

成功経験の
少なさ 

① 

自らアプローチすることにより，音等の
刺激を得られるなど，因果関係を理解さ
せることにより，意欲をもたせ，表現す
る力を高める。繰り返し取り組ませるこ
とにより，成功経験を積ませる。 

音声等による表出が難しい児童生徒の
代わりに，ＩＣＴ機器の音声が，児童生
徒の意思を正しく伝達してくれること
により，意思が伝わったという成功経験
を積ませる。 

本人にとって楽な活動姿勢をとらせる
ことで，コミュニケーションに集中さ
せ，成功経験を増やす。 

② 音が出るお絵かき For iPad（アプリ） 読み上げ君（アプリ） フリートーク（アプリ） 

③ https://itunes.apple.com/jp/ 
app/D-for-ipad-AA/id418322283?mt=8 

https://itunes.apple.com/jp/ 
app/id1260229089?mt=8 

https://itunes.apple.com/jp/ 
app/id508697587?mt=8 

④ 

描くときに，色それぞれに楽しい音が出
るため，目と耳で楽しむことができる。
音が出ることで書くことが楽しくなり，
描いた絵を保存することができる。表現
する意欲につながりやすい。 

文字を入力し，再生ボタンをタップすれ
ば文字を読み上げてくれる。声の変更が
可能で，楽しくコミュニケーションが取
れる。 

キーボード入力や手書き入力が難しい
児童生徒でも，音声による入力ができ
る。どんな姿勢でも会話ができる。 

※ ①ＩＣＴ機器の有効性，②使用するＩＣＴ機器及びアプリの例，③ＵＲＬ，④ＩＣＴ機器の具体的な操作及びアプリの使い方 

 

Ⅳ 研究の目的 
本研究は，知的障害を伴う肢体不自由のある生徒

の障害特性に応じた「プログラム」を活用し，生徒の

実態に応じた指導・支援を行うことにより，知的障

害を伴う肢体不自由のある生徒の意思表出を促す授

業づくりについて追究することを目的とする。 

本研究の研究構想図を次頁図１に示す。 

 

Ⅴ 研究の仮説 
ＩＣＴ機器を生徒の実態に応じて効果的に活用す

れば，知的障害を伴う肢体不自由のある生徒の意思

表出を促すことができるであろう。 

 

Ⅵ 検証の方法 

 
１ 検証の視点と方法 
検証の視点と方法について表５に示す。 

 
表５ 検証の視点と方法 

検証の視点 方法 

・意思表出は高まったか 
・ＩＣＴ機器は有効であったか 

・広特版チェックリスト 
・行動観察 

 

２ 広特版チェックリストによる調査 

〇 調査日 事前 平成29年７月20日 

事後 平成29年11月22日 

〇 分析方法 

所属校の「広特版チェックリスト」(1)を活用し，

課題となった生徒の意思表出の項目について，授

業の事前と事後での変容について分析する。 

 

３ 行動観察による調査 
〇 調 査 日 平成29年10月23日～11月27日 

〇 実施回数 「事前評価」２回 

       「指導・支援期」５回 

〇 分析方法 「行動観察の記録」を基に，意思表

出の様子を記録し，事前評価と指導・

支援期を比較して分析する。 

具体的には，次頁表６のとおり課題となった生

徒の意思表出の項目について，意思表出に係る評

価基準表（事前評価）と意思表出に係る評価基準

表（指導・支援期）を基に，授業における生徒の意

思表出の様子を比較する。具体的には，視線を向

ける，指差しする，身体を向ける，声を上げる，具

体物に興味を示すなど，生徒の意思表出の様子を

各回ごとに記録し，比較する。また，意思表出に広

がりが見られたか，その質に変容があったかにつ

いて比較する。この３点をもって意思表出が高

まったことを分析する。 

https://itunes.apple.com/jp/
https://itunes.apple.com/jp/
https://itunes.apple.com/jp/
https://itunes.apple.com/jp/
https://itunes.apple.com/jp/
https://itunes.apple.com/jp/
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図１ 研究構想図 

 

表６ 広特版チェックリストによって課題となった意思表出 

  の項目 

生徒 項目 

生
徒
Ａ 

〇 いろいろな刺激に対して，表情やしぐさで表すこと
ができる。 

〇 教師とやりとりをすることができる。 
〇 ものを介して教師とやりとりすることができる。 
〇 具体物を手渡す，手や腕を引く等の手段により要求
を伝えることができる。 

〇 身近な具体物の名称が分かる。 
〇 動きを表す言葉が分かる。 
〇 単音を発音することができる。 

生
徒
Ｂ 

〇 具体物を手渡す，手や腕を引く等の手段により要求
を伝えることができる。 

〇 色々な意味の指差しをすることができる。 
〇 身振りやサインで要求を伝えることができる。 
〇 身近な具体物の名称が分かる。 
〇 写真や絵に示されたものの名前が分かる。 
〇 身体部位の名称が分かる。 
〇 動きを表す言葉が分かる。 
〇 禁止の言葉が分かる。 
〇 「おしまい。」などの終了の言葉が分かる。 
〇 単音を出すために必要な口唇，舌，顎，頬等を動か
すことができる。 

Ⅶ 研究授業 
 

１ 生徒の実態 
(1) 対象生徒 

〇 部 門 肢体不自由部門 

〇 学部・学年 高等部第１学年 

本研究では，中邑（2014）の「コミュニケーショ

ンに困難を抱える人とのコミュニケーション」(2)

において，「見て理解できる」及び「経験して初め

て理解できる」段階の生徒Ａ，生徒Ｂの２名を対

象とする。生徒は，生活経験が少なく，意思表出に

課題がある。また，新しいことに対してアプロー

チすることが難しく，指示を待っていたり，取り

組もうとしなかったりする様子がある。また，嫌

なこと等に対して正しく思いを伝えることが難し

いといった様子がある。 

(2) 意思表出 

ア 生徒Ａの意思表出における事前評価の結果 

事前評価において，活動ごとに観点を設定し，３

段階で評価した。活動Ⅰでは，生徒の課題から，知識

や技能・体験，手の動き，目の動き及び感覚・認知・

言語について，活動Ⅱでは，表現・経験，手の動き及

び目の動きについて評価した。活動の評価基準を次

頁表７とし，表７を基にした活動Ⅰ及び活動Ⅱにお

ける事前評価を次頁表８に示す。 

活動Ⅰでは，動物の写真やぬいぐるみを生徒の机

の上下左右から提示したり，指導者が動物の鳴き声

の真似をしながら提示したりした。生徒は，提示し

たものに興味をもち，見ること，聴くこと及び手が

伸びて触ることができた。写真やぬいぐるみでは，

動きや鳴き声などがないため，動物を選ぶ場面では，

興味・関心がもてず，指導者に促されても選択がで

きなかった。 

活動Ⅱでは，線を描く場面で，生徒は，自分の好き

な色のマジックを選択し，追視しながら描くことが

できた。第１時では，自ら手を動かして描くことが

できたが，第２時では，動物が動いたり，声を出した

りすることがないため，自らマジックを持ち描くこ

とが少なかった。 

イ 生徒Ｂの意思表出における事前評価の結果 

事前評価において，活動ごとに観点を設定し，３

段階で評価した。活動Ⅰでは，生徒の課題から見通

し，手の動き，目の動き及びコミュニケーションに

ついて，活動Ⅱでは，選択，体験，手の動き及び目の

動きについて，活動Ⅲでは，要求，目の動き及びコ

ミュニケーションについて評価した。活動の評価基 

意思表出する力 

増幅 

肢体不自由 
 
〇  自己表現の
困難さ 

〇 経験不足 
〇  姿勢の保持
の難しさ 

〇 感覚・認知特
性がもたらす
困難さ 

〇  学習上の運
動・動作の困難
さ 

重複障害 
 

〇 情報発信の弱さ 
〇 概念形成の困難
さ 

知的障害 
 

〇 実際的・具体
的内容の指導・
支援 

〇 目標を達成し
やすい段階的な
指導 

〇  カード及び写
真等を活用した
指導・支援 

〇 興味・関心を引
く教材・教具 

肢体不自由 
 
〇 手で触れたり，
実際に場面を見
たりするなどの
体験的な活動 

〇 具体的・直接的
な活動 

〇  学習活動に応
じた適切な姿勢
の保持 

〇  視聴覚教材や
具体的モデル等
を取り入れた指
導・支援 

〇  目と手の協応
をさせる指導・支
援 

重複障害 
 

〇  一人一人に応
じた教材・教具の
研究，開発及び提
示 

〇  概念形成の基
礎となる学習を
時間を掛けて指
導 

知的障害を伴う肢体不自由のある生徒の 
意思表出の困難さ 

知的障害 
 

〇  断片的な知
識・技能 

〇  成功経験の
少なさ 

〇  認知や言語
に係る困難さ 

〇  コ ミ ュ ニ
ケーションの
困難さ 

指導・支援 

ＩＣＴ機器の活用プログラム 

障害特性 
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表７ 生徒Ａの意思表出に係る評価基準表 

 

表８ 活動Ⅰ及び活動Ⅱにおける事前評価 

活動 観点 第１時 第２時 

Ⅰ 

知識や技能・体験 ２ ２ 

手の動き ２ ２ 

目の動き ２ ２ 

感覚・認知・言語 ２ １ 

Ⅱ 

表現・経験 ２ ２ 

手の動き ２ １ 

目の動き ２ ２ 

 

表10 活動Ⅰ，活動Ⅱ及び活動Ⅲにおける事前評価 

活動 観点 第１時 第２時 

Ⅰ 

見通し ２ ２ 
手の動き ２ ２ 
目の動き １ ２ 

コミュニケーション １ １ 

Ⅱ 

選択 ２ ２ 
体験 ２ ２ 

手の動き ２ ３ 
目の動き ２ ３ 

Ⅲ 
要求 １ ２ 

目の動き ２ ２ 
コミュニケーション １ ３ 

表９ 生徒Ｂの意思表出に係る評価基準表 

活動 観点 
段階 

１ ２ ３ 

Ⅰ 

見通し 
指導者の指差しや手本を見て，目標の場所
に行ったり，指示されたことを実行したり
することができる。 

写真や絵カード等を活用して，一人で目標
の場所に行ったり，指示されたことを実行
したりすることができる。 

写真や絵カード等を自ら要求し，それを活
用して一人で目標の場所に行ったり，指示
されたことを実行したりすることができ
る。 

手の 
動き 

写真や絵カード等に自らの意思で手を伸
ばし，触ることができる。 

写真や絵カード等に，自らの意思で手を伸
ばし，活用することができる。 

写真や絵カード等の支援具を活用し，自ら
の意思で手を伸ばし，指導者に渡して思い
を伝えることができる。 

目の 
動き 

写真や絵カード等の支援具を注視するこ
とができる。 

写真や絵カード等の支援具を見て，指導者
にアイコンタクトを送ることができる。 

指示されたことが分からないときや，行く
場所が分からないときに，写真や絵カード
等を何度も見て確認することができる。 

コミュ
ニケー
ション 

指導者の指差しや手本を見て，写真や絵
カード等で欲しいものを要求することが
できる。 

写真や絵カード等を活用して，欲しいもの
を要求することができる。 

写真や絵カード等を自ら要求し，人とやり
とりすることができる。 

Ⅱ 

選択 一人で欲しいものを選ぶことができる。 
指差しや手本を見て，指導者と一緒に指定
されたものを２回以上，選ぶことができ
る。 

指定されたもの以外を提示したときに，選
択しないことができる。 

体験 指導者の指差しや手本を見て，指導者と一
緒に買い物の体験をすることができる。 

支援具等を活用しながら，一人で買い物の
体験をすることができる。 

買い物の体験ができたことを言葉や身体
で表現したりすることができる。 

手の 
動き 

指導者の指差しや手本を見て，欲しいもの
を見付けて，手を伸ばすことができる。 

欲しいものを見付けて，手を伸ばし，欲し
いものを手に入れることができる。 

欲しいものを見付けて，複数回，欲しいも
のを手に入れることができる。 

目の 
動き 

欲しいものを見付けて，注視することがで
きる。 

写真や絵カードを見付けて，欲しいものを
見て手に取り，かごを見ながら商品を入れ
ることができる。 

欲しいものを見付けたときに，写真や絵
カードを活用して，指導者に渡すことがで
きる。 

Ⅲ 

要求 
指導者の指差しや手本を見て，欲しいもの
を要求することができる。 

写真や絵カード等を活用して，欲しいもの
を要求することができる。 

何度も写真や絵カード等を活用して，欲し
いものを要求することができる。 

目の 
動き 

写真や絵カード等を注視することができ
る。 

写真や絵カード等を見て，指導者にアイコ
ンタクトを送ることができる。 

カードの意味を理解し，２語文以上のカー
ドを順番通りに見ることができる。 

コミュ
ニケー
ション 

指導者の指差しや手本を見て，欲しいもの
を要求することができる。 

写真や絵カード等を通して，欲しいものを
要求することができる。 

写真や絵カード等を通して，欲しいものに
ついて指導者とやりとりすることができ
る。 

活動 観点 
段階 

１ ２ ３ 

Ⅰ 

知識や 
技能・
体験 

動物の写真やぬいぐるみを見たり，声を
聴いたりすることができる。 

自ら動物の写真やぬいぐるみを触った
り，見たり，声を聴いたりすることがで
きる。 

写真やぬいぐるみが欲しいと，要求する
ことができる。 

手の 
動き 

指導者と一緒に，動物に手を伸ばすこと
ができる。 

自ら動物の写真やぬいぐるみに手を伸ば
して触ることができる。 

自ら写真やぬいぐるみに手を伸ばし，遊
ぶことができる。 

目の 
動き 

指導者の指差し等により，動物の鳴き声
がする方向を見ることができる。 

動物の鳴き声がする方向や動物の写真や
ぬいぐるみを見ることができる。 

動物の写真やぬいぐるみを注視すること
ができる。 

感覚・
認知・
言語 

指導者と一緒に，見たいもの，聴きたい
ものを選ぶことができる。 

指導者に促されて，見たいもの，聴きた
いものを選ぶことができる。 

見たいもの，聴きたいものを一人で選ぶ
ことができる。 

Ⅱ 

表現・
経験 

指導者と一緒に，紙に線や絵を描くことが
できる。 

自ら手を動かして，紙に線を描くことがで
きる。 

自ら手を動かして，線等を描き，さらに２
回目の実施を見ることで要求し，描くこと
ができる。 

手の 
動き 

指導者と一緒に，筆記用具を持って描くこ
とができる。 自ら手を動かして描くことができる。 自ら手を動かして，２作品以上，描くこと

ができる。 

目の 
動き 描いているところを見ることができる。 

描いているところを追視することができ
る。 

紙を見て，指導者にアイコンタクトを送
り，２回目の実施を要求することができ
る。 
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準を前頁表９とし，表９を基にした活動Ⅰ，活動Ⅱ

及び活動Ⅲの事前評価を前頁表10に示す。 

活動Ⅰでは，生徒が商品券を取りに行くために，

座っている場所から廊下及び買い物会場までの道の

りの写真を提示した。生徒は，何度も写真を見返し，

見通しをもって行動していた。見通し及び手の動き

に関しては，目標を概ね達成でき，目の動きについ

ては，第２時で達成した。コミュニケーションにつ

いて目標を概ね達成したものの，要求する回数は少

なく，指導者からの指示待ちが多いこと等の課題が

見られた。 

活動Ⅱでは，机の上に商品を並べ，買い物の体験

を行った。生徒が興味・関心のあるものを並べ，手を

伸ばしやすくするなど，買い物の体験をしやすくす

ることで，全ての観点において，本時の目標を概ね

達成できた。しかし，指導者の言葉掛けが多く，一人

で主体的に活動する様子が少なかった。 

活動Ⅲでは，生徒がカードを使って欲しいものの

要求を行った。繰り返し指導することにより，普段

使わない右手で指導者に「本をください」のカード

を渡すことができた。しかし，カードが掴みづらく，

２～３種類のカードから，どのカードを選んでよい

か分からなくなる様子が見られた。 

 

２ 研究授業の内容 

(1) 生徒Ａの研究授業 

ア 内容 

〇 期 間 平成29年10月25日～平成29年11月22日 

〇 対 象 所属校肢体不自由部門高等部第１学年 

１名 

〇 領域名 自立活動 

〇 題材名 動物園に行こう 

〇 指導計画（全７時間） 

期 時 学習活動 

評
価 

事
前 

１
・
２ 

活動Ⅰ 写真やイラストを見て，動物を観察する。 
活動Ⅱ 画用紙にマジックを使って，線や絵を描く。 

支
援
期 

指
導
・ 

３
～
７ 

活動Ⅰ タブレット端末を活用して動物を観察する。 
活動Ⅱ タブレット端末を活用して線や絵を描く。 

 

〇 目 標 

・自分から手を伸ばして，タブレット端末をタッ

プし，動物の写真を見たり，声を聴いたりする

ことができる。 

・自分から手を動かして，タブレット端末の画面

上に，線等を描き，さらに２回目の実施を見る

ことで要求し，描くことができる。 

イ 指導・支援方法の工夫 

指導・支援期では，「プログラム」を活用し，生徒

の意思表出をさらに促す授業づくりを行った。 

活動Ⅰでは，タブレット端末の「なきごえのトラ

イ」のアプリケーションソフトを活用した。感覚・

認知特性がもたらす困難さ及び断片的な知識や技能

に対する指導・支援方法として，生徒の意欲を促す

ため，ＩＣＴ機器の特徴である直感的な操作のしや

すさを取り入れた。タブレット端末上の動物の写真

をタップすることで，鳴き声と同時に動物の名前を

聴くことができることから，感覚・認知機能が高ま

り，既習内容と関連付けて理解しやすくなると考え

る。また，「歩くどうぶつ」のアプリケーションソ

フトを活用した。学習上の運動・動作の困難さ及び

断片的な知識や技能がある生徒に対する指導・支援

方法として，生徒の意欲を促すため，ＩＣＴ機器の

特徴である直感的な操作のしやすさを取り入れた。

画面を触ることにより，動物が出てきたり，動物の

通り道が出て動物の歩く姿が見えたりすることによ

り，動物と名前を結び付け，具体的にイメージしや

すくなると考える。また，画面に少し触るだけで動

物が出てくるため，どんな姿勢でも学習することが

でき，活動を容易に行うことができることから，意

欲が高まりやすいと考える。 

活動Ⅱでは，タブレット端末で「音が出るお絵か

きFor iPad」のアプリケーションソフトを活用した。

自己表現の困難さ及び成功経験が少ない生徒に対す

る指導・支援方法として，ＩＣＴ機器の特徴である

表出のしやすさを取り入れた。画面に少し触れるだ

けで色や音が出てくることから，興味・関心をもち

やすく，意欲が高まりやすいと考える。また，自分が

描きたいものが容易に描けることから，自己表現に

つながりやすいと考える。また，楽しく描くことで

成功経験が増しやすいと考える。また，「キラキラお

絵かき For iPad」のアプリケーションソフトを活用

した。自己表現の困難さ及び認知や言語に係る困難

さがある生徒に対する指導・支援方法として，ＩＣ

Ｔ機器の特徴である理解・記憶のしやすさを取り入

れた。画面上で線等を描くときに，楽しい音が出る

ため，表現する意欲が高まりやすいと考える。また，

画面上で線を描くと音が鳴るので，視覚的・聴覚的

な多様な表現や，感覚・認知機能が高まりやすいと

考える。 

これらのことを次頁表11に示す。 
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表11 生徒Ａが授業で活用したＩＣＴ機器 

活動 障害 障害特性 ＩＣＴ機器の 
特徴 

活用した 
ＩＣＴ機器 

Ⅰ 

肢体 
不自由 

感覚・認知特性が 
もたらす困難さ 直感的な 

操作の 
しやすさ 

なきごえの 
トライ 知的 

障害 
断片的な 
知識や技能 

肢体 
不自由 

学習上の運動・ 
動作の困難さ 直感的な 

操作の 
しやすさ 

歩く 
どうぶつ 知的 

障害 
断片的な 
知識や技能 

Ⅱ 

肢体 
不自由 自己表現の困難さ 

表出の 
しやすさ 

音が出る 
お絵かき 
For iPad 知的 

障害 成功経験の少なさ 

肢体 
不自由 自己表現の困難さ 

理解・記憶の 
しやすさ 

キラキラ 
お絵かき 
For iPad 知的 

障害 
認知や言語に係る 

困難さ 

 

(2) 生徒Ｂの研究授業 

ア 研究授業の内容 

〇 期 間 平成29年10月23日～平成29年11月27日 

〇 対 象 所属校肢体不自由部門高等部第１学年 

１名 

〇 領域名 自立活動 

〇 題材名 買い物をしよう 

〇 指導計画（全７時間） 

期 時 学習活動 

評
価 

事
前 

１
・
２ 

活動Ⅰ 行く店のカードや写真を見て店に行く。 
活動Ⅱ 並べられた本や商品を自ら選び，買う。 
活動Ⅲ 教室に戻り，買った絵本を教室で読む。 

支
援
期 

指
導
・ 

３
～
７ 

活動Ⅰ タブレット端末を活用して店に行く。 
活動Ⅱ 店の中の商品から好きなものを選ぶ。 
活動Ⅲ 教室に帰り，選んだ商品を見たり，聴いたりする。 

 

〇 目 標   

・タブレット端末を自ら要求し，それを活用して

一人で目標の場所に行ったり，指示されたこと

を実行したりすることができる。 

・タブレット端末を操作して，指定された二つ以

上のものから一つ欲しいものを選び，お金を払

うことができる。 

・一人でタブレット端末を何度も使って，欲しい

ものを要求することができる。 

イ 指導・支援方法の工夫 

指導・支援期では，「プログラム」を活用し，生徒

の意思表出をさらに促す授業づくりを行った。 

活動Ⅰでは，タブレット端末の「はじめ，つぎは：

視覚支援シンプル・スケジュール」のアプリケーショ

ンソフトを活用した。自己表現の困難さ及びコミュ

ニケーションの困難さに対する指導・支援方法とし

て，生徒の意欲を促すため，ＩＣＴ機器の特徴であ

る直感的な操作のしやすさを取り入れた。動画及び

音声等を手掛かりにさせることができ，見通しをも

たせるために活用させている絵や写真カードでの指

導をさらに効果的に進め，自己表現を促すことがで

き，人とのコミュニケーション力が高まりやすいと

考える。 

活動Ⅱでは，タブレット端末で「えこみゅ」のアプ

リケーションソフトを活用した。言語等による表出

が難しいなど，自己表現の困難さ及び断片的な知識

や技能に対する指導・支援方法として，ＩＣＴ機器

の特徴である表出のしやすさを取り入れた。興味の

ある写真や動画を提示することで，生徒は自ら好き

なものを選びたいという意欲をもち，自ら指差し等

で自己表現しやすくなると考える。また，繰り返し

絵や写真カード等を見て確認させることで見通しを

もちやすくなると考える。 

活動Ⅲでは，タブレット端末で「絵本で遊ぼう！

じゃじゃじゃん」のアプリケーションソフトを活用

した。感覚・認知特性がもたらす困難さ及び認知や

言語に係る困難さに対する指導・支援方法として，

ＩＣＴ機器の特徴である表出のしやすさを取り入れ

た。興味がある絵本の動画を活用させることで，自

ら「やりたい。」という意欲をもたせ，認知能力を向

上させたり，言語理解を促したりしやすくなると考

える。 

これらのことを表12に示す。 

 

表12 生徒Ｂが授業で活用したＩＣＴ機器 

活動 障害 障害特性 
ＩＣＴ機器の 

特徴 
活用した 
ＩＣＴ機器 

Ⅰ 

肢体 
不自由 

自己表現の 
困難さ 直感的な 

操作の 
しやすさ 

はじめ，つぎ
は：視覚支援
シンプル・ス
ケジュール 

知的 
障害 

コミュニケー 
ションの困難さ 

Ⅱ 

肢体 
不自由 

自己表現の 
困難さ 表出の 

しやすさ えこみゅ 
知的 
障害 

断片的な 
知識や技能 

Ⅲ 

肢体 
不自由 

感覚・認知特性が 
もたらす困難さ 表出の 

しやすさ 

絵本で 
遊ぼう！じゃ
じゃじゃん 知的 

障害 
認知や言語に 
係る困難さ 

 

Ⅷ 結果と考察 
 

１ 意思表出は高まったか 

(1) 研究授業 

ア 意思表出の回数の変容 

生徒Ａについて，ＩＣＴ機器を活用して行った第

３時から第７時までの意思表出の様子と回数は次頁

表13のとおりであった。また，第３時から第７時に

おける意思表出の回数の合計は次頁図２のとおりで

あった。 
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表13 生徒Ａの意思表出の様子と回数 

番
号 

意思表出 
第
３
時 

第
４
時 

第
５
時 

第
６
時 

第
７
時 

① タブレット端末を注視する 17 7 17 10 18 

② 指導者の指を追視する 3 2 5 1 4 

③ タブレット端末を追視する 2 0 1 1 1 

④ 大型モニターを注視する 3 5 2 0 2 

⑤ 指導者にアイコンタクトを送る 4 1 6 2 2 

⑥ タブレット端末を手元に手繰り寄せる 3 2 4 2 6 

⑦ タブレット端末を遠ざける 0 1 3 2 4 

⑧ タブレット端末に手を伸ばす 7 12 15 4 14 

⑨ 自らスワイプする 8 15 16 9 8 

⑩ 左手を使う 0 3 3 6 12 

⑪ 一本の指を引っ掻くように動かす 11 6 15 13 14 

⑫ 指を広げる 3 0 4 0 0 

⑬ 指を開いたり閉じたりする 4 0 5 1 0 

⑭ 笑顔になる 9 6 15 6 4 

⑮ 顔を動かす 1 3 1 1 2 

⑯ うれしくて声を出す 3 4 2 2 1 

⑰ 指導者の言葉掛けで動く 0 7 2 1 3 

⑱ その他 2 1 6 8 8 

合計 80 75 122 69 103 

 

 
図２ 意思表出の回数の合計 

 

図２のとおり，第３時から第７時までの意思表出

の回数の合計は第６時に減少したものの，概ね上昇

した。これは，授業を重ねることで，タブレット端末

の操作に慣れ，少しの指の動きでスワイプできるこ

となどタブレット端末のよさに気付き，自分からや

りたいという意欲が高まったためと考える。 

また，表13のとおり，第３時から第７時において

特に変容があったのは，「⑥タブレット端末を手元

に手繰り寄せる」「⑦タブレット端末を遠ざける」

「⑧タブレット端末に手を伸ばす」「⑩左手を使う」

「⑪一本の指を引っ掻くように動かす」であった。 

画面上を軽くタップすることで，音や映像が流れ

ることにより，生徒はタブレット端末に興味・関心

をもち，タブレット端末を手元に手繰り寄せるなど

の行動につながったと考える。また，繰り返し指導

を行うことにより，やり方が分かり，容易に操作が

できることから，自らタブレット端末に手を伸ばす

回数が増加したと考える。さらに，右手だけでは十

分にできなかったことで，左手を添えて操作するこ

とにより，活動の面白さにつながり，意欲的に左手

を使用する回数が増加したと考える。指一本だけで

操作することでタブレット端末の操作がしやすいこ

とに気付き，回数が増加したと考える。 

一方，第６時で減少した原因として，第６時には

指導者以外の者が近くにおり，そのため，注意が散

漫になったためと考える。 

生徒Ｂについて，ＩＣＴ機器を活用して行った第

３時から第７時までの意思表出の様子と回数は表14

のとおりであった。また，第３時から第７時におけ

る意思表出の回数の合計は図３のとおりであった。 

 

表14 生徒Ｂの意思表出の様子と回数 

番
号 

意思表出 
第
３
時 

第
４
時 

第
５
時 

第
６
時 

第
７
時 

① タブレット端末を注視する 13 5 12 13 12 

② 指導者にアイコンタクトを送る 3 3 2 5 5 

③ 大型モニターを注視する 2 2 2 1 1 

④ タブレット端末に左手が伸びる 13 11 10 10 8 

⑤ タブレット端末に右手が伸びる 4 1 4 1 1 

⑥ タップする 9 13 11 11 9 

⑦ 指を広げる 4 4 1 1 0 

⑧ 指差しをする 5 3 3 4 8 

⑨ 笑顔になる 1 3 1 3 1 

⑩ 笑い声を出す 1 1 1 1 0 

⑪ 「うん」「はい」「いや」と声を出す 2 5 2 2 2 

⑫ 二つ以上のものから一つ選ぶ 3 3 1 3 5 

⑬ 次の行程の写真を確認する 2 3 3 6 11 

⑭ タブレット端末を使い，要求すること
ができる 

4 4 2 5 6 

⑮ ２語文の要求ができる 4 4 3 2 3 

⑯ その他 3 3 5 8 13 

合計 73 68 63 76 85 

 

 
図３ 意思表出の回数の合計 

第３時 第４時 第５時 第６時 第７時

(回)
130
100
70
0

0
第３時 第４時 第５時 第６時 第７時

(回)
90
75
60
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前頁図３のとおり第３時から第７時までの意思表

出の回数の合計はわずかではあるが上昇した。これ

は，タブレット端末の写真等を活用すれば，次に何

をするかが分かり，見通しをもって活動できること

に気付き，タブレット端末を次の行程の確認として，

長い時間操作するようになったためと考える。 

また，前頁表14のとおり，第３時から第７時にお

いて特に変容があったのは，「⑧指差しをする」「⑫

二つ以上のものから一つ選ぶ」「⑬次の行程の写真

を確認する」「⑭タブレット端末を使い，要求するこ

とができる」であった。 

行く場所を確認する場面では，タブレット端末の

写真カードをタップすることにより，音声で読み上

げてくれるという因果関係を理解することができ

た。また，指示された複数の商品を選択する場面で

は，タブレット端末を活用させることで，最初は一

つだけであったが，回数を重ねるごとに商品を増や

していき，最後は，指導者の言葉掛けなしで三つ以

上の商品から一つ選ぶことができた。さらに，活動

Ⅲの要求する場面では，言葉カードを提示し，要求

する場面の回数を重ねることで，写真カードを指差

しして相手に思いを伝えることができた。それぞれ

のカードをタップすると，音声で読み上げてくれる

ことで，成功体験が増し，選択する回数の増加につ

ながったと考える。 

一方，第５時において減少した項目が複数あるこ

とについて，タブレット端末を活用し，見通しをも

つ目的で長時間操作することが増えたことにより，

それ以外の項目が減少したと考える。 

これらのことから，生徒Ａ及び生徒Ｂについて，

特定の意思表出の回数が増加したことは，増加した

意思表出の方法が手段として確立しつつあると考え

る。このことに，ＩＣＴ機器の特徴が効果的であっ

たと考える。ただし，重複障害のある生徒に対する

指導を行うに当たっては，重複障害の特性を踏まえ，

時間を掛けて丁寧に指導する必要があると考える。 

イ 意思表出の広がりにおける変容 

生徒Ａの意思表出の広がりについて，前頁表13の

項目において，特に変容があった「⑩左手を使う」

「⑱その他」の各回の結果は図４のとおりであった。 

左手を使うことについて，これまでほとんど見ら

れなかったが，第７時では12回見られた。また，「⑱

その他」は８回と増加した。具体的な意思表出の様

子の一部を示す。 

左手を添えることにより，タブレット端末を容易

に操作することができ，操作することにより音や光

が大きくなるなど面白さにつながったことから，や

りたい意欲が増し，さらに左手を使うことにつな

がったと考える。 

 

 
図４ 意思表出⑩⑱の変容 

 
意思表出の具体的な様子 

〇 タブレット端末を生徒の前に提示すると，左手の指が動き，タ
ブレット端末を触ろうとする様子が見られた。 

〇 遠くにあったタブレット端末を注視し，左手を伸ばして，指を
動かす様子が見られた。 

〇 離れた場所にあったタブレット端末に左手を伸ばして，手元
に引き寄せ，注視しながらスワイプする様子が見られた。 

〇 左手でタブレット端末を遠ざける様子が見られた。 

 

生徒Ｂの意思表出の広がりについて，前頁表14の

項目において，特に変容があった「⑯その他」の結果

は図５のとおりであった。具体的な意思表出の様子

の一部を示す。 

 

 

図５ 意思表出⑯の変容 

 
意思表出の具体的な様子 

〇 次の行動が分からなくなったときに，タブレット端末を見付
け，一人で行動カードを確認することができた。 

〇 遠くに置いてあったタブレット端末を見付け，手前に引き寄せ
て操作し，本を要求することができた。 

〇 タブレット端末に行動カードがあることを伝えると，離れた場
所にあったタブレット端末に手を伸ばし，操作することができ
た。 

〇 指導者による言葉掛けなどの支援がなくてもお金を取って机
に置くまでの一連の動きを行うことができた。 

〇 授業の終わりのあいさつをしようとすると，遠くにあったタブ
レット端末を注視し，タブレット端末を手前に引き寄せた。また，
カードをタップし，「まだ，本を読みたい。」と要求することが
できた。 

 

これまでは，指示待ちが多かった生徒にタブレッ

ト端末を活用させることで，生徒自らタブレット端

末を探したり，行動できたり，写真カードを指差し

して相手に思いを伝えたりすることができるように

なった。  

生徒Ａ及び生徒Ｂにおいて，意思表出の方法とし

て，これまでは指導者に依存していたり，上手に表

現することが難しかったりしたが，ＩＣＴ機器を活

0

4

8

12

第３時 第４時 第５時 第６時 第７時

⑩ ⑱(回)

0

5

10

15

第３時 第４時 第５時 第６時 第７時

(回)
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用させることにより，これまで見られなかった意思

表出の方法が見られるようになり，意思表出に広が

りがあったと考える。 

ウ 意思表出の質の変容 

生徒Ａの指を引っ掻くように動かす様子やタブ

レット端末を近くに引き寄せる様子について，これ

までは興味あるものに対して，触ったり，手に取っ

たりすることがあったが，興味・関心が薄れやすかっ

た。しかし，動いたり，鳴いたりする動物に興味・関

心をもち，遠くにあったタブレット端末を近くに引

き寄せたり，動物に触りたい意思を表出したりする

など，分かりやすく相手に伝えることができた。 

生徒Ｂは，自分がやりたいことを伝える手段が明

確ではなく，自分の思いを伝えられないことがあり，

人を叩いたり，大きな声を出したりすることがあっ

た。しかし，タブレット端末を活用させることで，自

分の欲しいものを要求することができたり，どこに

行き，何をするのか分からないときに写真カード等

を確認したりし，実行することができた。 

これらのことから，生徒はこれまで誤った方法や

伝わりにくい方法でしか思いを伝えられなかった

が，ＩＣＴ機器を活用させることで，自らの思いを

相手に伝えることができたり，次の行動を確認し実

行することができたりするなど，意思表出の質が向

上したと考える。 

(2) 広特版チェックリスト 

「広特版チェックリスト」を活用し，生徒の意思

表出の事前と事後を比較した生徒Ａの結果は表15の

とおりであった。また，生徒Ｂの結果は表16のとお

りであった。 

 

表15 生徒Ａの「広特版チェックリスト」における結果 

課題となった項目 事前 事後 

いろいろな刺激に対して，表情やしぐさを表す
ことができる 

△ △ 

教師とやりとりをすることができる △ △ 

ものを介して教師とやりとりをすることができ
る 

△ 〇 

具体物を手渡す，手や腕を引く等の手段により
要求を伝えることができる 

△ △ 

身近な具体物の名称が分かる △ △ 

動きを表す言葉が分かる △ △ 

単音を発音することができる △ △ 

※ 〇：できる，ほぼできる，△：できつつある，介助があればで
きる，×：できない，難しい 

 

生徒Ａについては，タブレット端末を手前に引き

寄せたり，遠ざけたりするなど，自らの意思を表出

する様子が何度か見られ，「ものを介して教師との

やりとりをすることができる」の項目において，△

から〇と変容があった。ＩＣＴ機器の視覚的・聴覚

的な多様な表現によって，生徒が興味・関心がもち，

意思表出が促されたと考える。 

 

表16 生徒Ｂの「広特版チェックリスト」における結果 

課題となった項目 事前 事後 

具体物を手渡す，手や腕を引く等の手段により
要求を伝えることができる △ △ 

色々な意味の指差しをすることができる △ 〇 

身振りやサインで要求を伝えることができる △ △ 

写真や絵に示されたものの名前が分かる △ △ 

動きを表す言葉が分かる △ △ 

禁止の言葉が分かる △ △ 

言葉で要求を伝えることができる △ △ 

コミュニケーション機器を活用し自分の意思を
伝えることができる △ 〇 

※ 〇：できる，ほぼできる，△：できつつある，介助があればで
きる，×：できない，難しい 

 

生徒Ｂについて，「色々な意味の指差しをするこ

とができる」「コミュニケーション機器を活用し自

分の意思を伝えることができる」では，△から〇と

変容があった。ＩＣＴ機器を活用し，見通しをもた

せる工夫及び意欲をもたせる工夫を行ったことで，

意思表出が促されたと考える。 

これらのことから，意思表出が高まったと考える。 

 

２ 意思表出の手段としてＩＣＴ機器は有効

であったか 
生徒Ａの指導・支援期で行った授業において，そ

れぞれの活動における観点を設定し，３段階で評価

した。活動Ⅰでは，生徒の課題から，知識や技能・体

験，手の動き，目の動き及び感覚・認知・言語につい

て，活動Ⅱでは，表現・経験，手の動き及び目の動き

について設定した。活動の評価基準を次頁表17に示

す。 

表17を基に，指導・支援期に生徒が達成した段階

を点数化し，平均した結果と事前評価を平均した結

果はそれぞれ次頁図６及び次頁図７のとおりであっ

た。 

活動Ⅰの手の動き，目の動き及び感覚・認知・言語

では，事前評価と指導・支援期を比較した結果，それ

ぞれ数値が上昇した。これは，ＩＣＴ機器の特徴で

ある直感的な操作のしやすさにより，タップするこ

とで画面上の動物が動いたり鳴き声が出たりするこ
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表17 生徒ＡのＩＣＴ機器を活用した意思表出に係る評価基準表 

 

 
図６ 活動Ⅰでの平均値                  図７ 活動Ⅱでの平均値 

 

とにより因果関係を理解して意欲的に取り組むこと

ができたためと考える。しかし，知識や技能・体験で

は低下した。これは，動く動物に興味・関心はある

が，学習上の運動・動作の困難さから，画面上の動物

をすぐに触れられず，因果関係の理解や技能につな

がりにくかったためと考える。 

活動Ⅱの手の動きにおいて，事前評価と指導・支

援期を比較した結果，上昇した。これは，ＩＣＴ機器

の特徴である表出のしやすさにより，触るだけで音

が出たり，少しの力で線や点を描けたりするなど自

己表現ができたためと考える。しかし，目の動きで

は変化がなく，表現・経験では低下した。これは，タ

ブレット端末で線や点等の絵を描く経験がこれまで

なく，指導・支援期の前半において，十分に描くこと

ができなかったためと考える。 

生徒Ｂの指導・支援期で行った授業において，そ

れぞれの活動における観点を設定し，３段階で評価

した。活動Ⅰでは，見通し，手の動き，目の動き及び

コミュニケーションについて，活動Ⅱでは，選択，体

験，手の動き及び目の動きについて，活動Ⅲでは，要

求，目の動き及びコミュニケーションについて設定

した。活動の評価基準を次頁表18に示す。 

表18を基に，指導・支援期に生徒が達成した段階

を数値化し，平均した結果と事前評価を平均した結

果はそれぞれ次頁図８，次頁図９，次頁図10のとお

りであった。 

活動Ⅰから活動Ⅲまでの全ての観点を事前評価と

指導・支援期で比較した結果，それぞれ上昇した。 

活動Ⅰについて，ＩＣＴ機器の特徴である直感的

な操作のしやすさにより，生徒が興味・関心がもち

やすかったと考える。また，手元に置いて何度も繰

り返し確認することができ，見通しをもって取り組

むことができたと考える。また，タブレット端末上

の写真カードをタップすることで，ダイレクトに反

応があることから，意欲の増加につながったと考え

る。 

活動Ⅱについて，事前評価では，実態から絵本や

雑誌などの具体物を手に取ることが難しい様子が見

られた。指導・支援期では，ＩＣＴ機器の特徴である

表出のしやすさにより，タブレット端末上の商品を

タップするだけで何度も好きな商品が購入でき，成

功体験が増加したと考える。 

0

1

2

3

知識や

技能・体験

手の動き 目の動き 感覚・認知

・言語

事前評価 なきごえのトライ 歩くどうぶつ(段階)

活動 観点 
段階 

１ ２ ３ 

Ⅰ 

知識や 
技能・
体験 

指導者と一緒に画面上の動物の写真を見
たり，声を聴いたりすることができる。 

自分から手を伸ばして，画面上をタップ
し，動物の写真を見たり，声を聴いたりす
ることができる。 

一人で操作して，複数回，画面上の動物の
写真を見たり，声を聴いたりすることがで
きる。 

手の 
動き 

指導者と一緒に画面上の動物に手を伸ば
すことができる。 

自ら画面上の動物に手を伸ばして触るこ
とができる。 

自ら手を伸ばして，複数回，操作すること
ができる。 

目の 
動き 

指導者の指差し等により，動物の鳴き声が
する方向を見ることができる。 

画面上の動物の鳴き声がする方向を見る
ことができる。 

画面上の動物を注視し，画面上の動物を見
ながら触ることができる。 

感覚・ 
認知・
言語 

手首を支えられながら，指導者と一緒に画
面上の見たいもの，聴きたいものを選ぶこ
とができる。 

指導者に促されて，見たいもの，聴きたい
ものを選ぶことができる。 

画面上の見たいもの，聴きたいものを一人
で選ぶことができる。 

Ⅱ 

表現・
経験 

指導者と一緒に画面上等に線や絵を描く
ことができる。 

自分から手を動かして，画面上に線等を描
き，さらに２回目の実施を見ることで要求
し，描くことができる。 

自分から手を動かして，タブレット端末を
操作し，線等を描き，さらに２回目の実施
を見ることで要求し，描くことができる。 

手の 
動き 

指導者と一緒に画面上に描くことができ
る。 自ら手を動かして描くことができる。 自ら手を動かし，２作品以上，描くこと

ができる。 

目の 
動き 描いているところを見ることができる。 描いているところを追視することができ

る。 
画面を見て，指導者にアイコンタクトを
送り，２回目の実施を要求することがで
きる。 

0

1

2

3

表現・経験 手の動き 目の動き

事前評価 音が出るお絵かき

For iPad

キラキラお絵かき

For iPad
(段階)
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表18 生徒ＢのＩＣＴ機器を活用した意思表出に係る評価基準表 

活動 観点 
段階 

１ ２ ３ 

Ⅰ 

見通し 
指導者の指差しや手本を見て，目標の場所
に行ったり，指示されたことを実行したり
することができる。 

タブレット端末を自ら要求し，それを活用
して一人で目標の場所に行ったり，指示さ
れたことを実行したりすることができる。 

何度もタブレット端末を自ら要求し，それ
を活用して一人で目標の場所に行ったり，
指示されたことを実行したりすることが
できる。 

手の 
動き 

タブレット端末に自らの意思で手を伸ば
し，触ることができる。 

タブレット端末を活用し，行く場所を指差
し等で示すことができる。 

タブレット端末を活用し，自らの意思で手
を伸ばし，指導者に渡して伝えることがで
きる。 

目の 
動き タブレット端末を注視することができる。 タブレット端末を活用し，行く場所を見て

確認することができる。 

指示されたことが分からないときや，行く
場所が分からないときに，タブレット端末
を何度も見て自分で確認することができ
る。 

コミュ
ニケー
ション 

指導者の指差しや手本を見て，写真や絵
カード等を通して，欲しいものを要求する
ことができる。 

タブレット端末を自ら要求することがで
きる。 

写真や絵カード等の支援具を自ら要求し，
人とやりとりすることができる。 

Ⅱ 

選択 指導者の指差しや手本を見て，指導者と一
緒に欲しいものを選ぶことができる。 

タブレット端末を操作して，指定された二
つ以上のものから一つ欲しいものを選び，
お金を払うことができる。 

タブレット端末を操作して，何度も指定さ
れた二つ以上のものから一つ欲しいもの
を選び，お金を払うことができる。 

体験 指導者の指差しや手本を見て，指導者と一
緒に買い物の体験ができる。 

タブレット端末を活用しながら，一人で買
い物の体験ができる。 

買い物の体験ができたことを人に伝えた
り，体で表現したりすることができる。 

手の 
動き 

指導者の指差しや手本を見て，欲しいもの
を見付けて，手を伸ばすことができる。 

指定されたものを見付けて，手を伸ばし，
欲しいものを手に入れることができる。 

指定されたものを見付けて，複数回，手を
伸ばし，手に入れることができる。 

目の 
動き 

指導者の指差しや手本を見て，欲しいもの
を見ることができる。 

指定されたものを見付けて，注視すること
ができる。 

指定されたものを見付けて，複数回，注視
することができる。 

Ⅲ 

要求 指導者の指差しや手本を見て，欲しいもの
を要求することができる。 

一人でタブレット端末を何度も使って，欲
しいものを要求することができる。 

離れた場所にあるタブレット端末を指差
し等で要求し，そのタブレット端末を用い
て，欲しいものを要求し，手に入れること
ができる。 

目の 
動き 

タブレット端末を注視することができる。 タブレット端末を見て，指導者にアイコン
タクトを送ることができる。 

要求したい事物をタブレット端末の中か
ら探すことができる。 

コミュ
ニケー
ション 

指導者の指差しや手本を見て，欲しいもの
を要求することができる。 

タブレット端末を通して，欲しいものを要
求することができる。 

タブレット端末を通して，欲しいものにつ
いて指導者とやりとりすることができる。 

 

 
図８ 活動Ⅰでの平均値                  図９ 活動Ⅱでの平均値 

 

 
図10 活動Ⅲでの平均値 

活動Ⅲについて，事前評価では，カードが取りに

くく，カードを掴めない様子が見られた。指導・支援

期では，ＩＣＴ機器の特徴である表出のしやすさに

より，タブレット端末上のカードをタップすると，

読み上げてくれ，選択のしやすさにつながったと考

える。また，音声と絵が結び付きやすく，理解を促す

ことにつながり，指導者と何度も２語文以上の言葉

でのやりとりをすることができたと考える。さらに，
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何度も指導者に要求することで，成功体験が増し，

自信をもって活動することができたと考える。 

これらのことから，生徒Ａ及び生徒Ｂの意思表出

の手段として，ＩＣＴ機器の活用は有効であると考

える。その際，生徒の実態から，具体物を併用して授

業づくりを行ったり，重複障害の特性に応じて時間

を掛けて取り組んだりする等，指導・支援方法の工

夫が必要であると考える。また，姿勢などに留意し，

取り組みやすい方法を工夫することが大切である。 

 

Ⅸ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 
〇 知的障害を伴う肢体不自由のある生徒に対し，

生徒の実態に応じて，主体的に学ぶ意欲を一層伸

長するなどの指導・支援方法の工夫として，ＩＣ

Ｔ機器を活用すれば，生徒の意思表出を促すこと

ができることが明らかになった。 

〇 肢体不自由と知的障害のそれぞれの障害特性に

応じた「プログラム」を活用することは，生徒の実

態に応じた指導・支援となり，生徒の意思表出を

促すことが分かった。 

〇 知的障害を伴う肢体不自由のある生徒へのＩＣ

Ｔ機器の活用の留意点として，生徒の実態から，

具体物を併用して授業づくりを行ったり，重複障

害の特性に応じて十分に時間を確保して取り組ん

だりする等，指導・支援方法の工夫が必要である

こと，姿勢などに留意し，取り組みやすい方法を

工夫することが大切であることが分かった。 

 

２ 研究の課題 
〇 ＩＣＴ機器の活用においては，実際の場面を見

せたり，具体物を操作させたりする等の指導・支

援を同時に行うなど，生徒の実態に応じた意思表

出を促す授業づくりをさらに工夫していく必要が

ある。 

〇 ＩＣＴ機器は目的を達成させるための手段であ

り，多様なＩＣＴ機器の中から生徒の実態に応じ

たものを選択する必要がある。 

〇 本研究は，高等部の生徒が対象であったが，小

学部及び中学部の児童生徒への指導として「プロ

グラム」を活用し，系統的な授業づくりを目指す

必要がある。 

 

【注】 
(1) 広島県立広島特別支援学校（平成28年）：『平成28年度

広特版チェックリスト』pp.32-33を参照されたい。 
(2) 中邑賢龍（2014）：『ＡＡＣ入門 コミュニケーションに
困難を抱える人とのコミュニケーションの技法』pp.74-103
を参照されたい。 
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